
愛媛県の認知症施策について

資料１

令和６年２月７日

令和５年度第２回愛媛県認知症施策推進会議

議題１



•認知症施策推進会議の開催

•認知症施策市町連携会議の開催
１ 認知症施策推進会議の開催

•かかりつけ医認知症対応力向上研修

•認知症サポート医養成研修（県負担分10人）

•認知症サポート医フォローアップ研修

•認知症疾患医療センターの体制整備

•歯科医師・薬剤師・看護職員・病院勤務以外の看護職員等の認知症対応力向上
研修事業

• 「初期集中支援チーム員」「認知症地域支援推進員」研修支援

２ 早期診断・早期対応のための

体制整備

•認知症介護基礎研修の実施

•認知症実践者研修等の実施

•認知症指導者養成研修、フォローアップ研修支援

３ 医療・介護サービスを担う人材の
育成（認知症介護研修）

•認知症サポーター・キャラバンメイトの養成

•認知症コールセンターの設置

•ピアサポート活動支援事業の実施

•チームオレンジコーディネーター研修会の開催

•認知症カフェの設置促進（交流研修会）

４ 地域での日常生活・家族支援の

強化

•若年性認知症交流会の開催

•若年性認知症自立支援ネットワーク構築事業(自立支援ネットワーク会議の設置)

•若年性認知症支援コーディネーター設置
５ 若年性認知症施策の強化

•認知症普及啓発フォーラムの開催

•認知症本人大使「えひめ認知症希望大使」の委嘱
６ 普及啓発活動

愛媛県における認知症施策について（令和５年度）
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１-（２） 愛媛県認知症施策市町連携会議

１.開催日

令和５年１２月７日（木） 13時30分～16時

２.テーマ

３.内容

４.出席者

認知症のご本人、ご家族の声を聴くためにできることについて考える

・講演：「認知症の人の視点を大切にした地域づくりのために」

講師：厚生労働省四国厚生支局地域包括ケア推進課

地域包括ケア推進官 篠岡 有雅 氏

・取組報告：各市町の認知症施策に関する取組について

①認知症地域支援推進員との連携について（伊方町）

②雄郡・新玉地区にチームオレンジができるまで（松山市地域包括支援センター雄郡・新玉）

③オレンジカフェおいで～やの取り組み（伊予市地域包括支援センター）

④本人の力と意欲を引き出す支援～認知症カフェ～（四国中央市）

・グループワーク

市町、地域包括支援センター、認知症地域支援推進員 他

計81名参加（市町担当者：72名、四国厚生支局：3名、谷向会長、横田CN、県担当者：４名）
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１-（２） 愛媛県認知症施策市町連携会議

５.参加者からのアンケート結果

47%

51%

2% 0%

四国厚生支局の講演の内容について

大いに役立つ 役立つ

あまり役立たない 役立たない

53%
45%

2%

0%

取組報告について

大いに役立つ 役立つ

あまり役立たない 役立たない

56%

42%

2% 0%

グループワークについて

大いに役立つ 役立つ

あまり役立たない 役立たない
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４-（３） ピアサポート活動支援事業の実施
（委託先：社会福祉法人慈光会）

・行政説明「愛媛県におけるピアサポー

ト活動について」

・報告：全国希望大使交流会議に参加して

・基調講演：「認知症とともに生きる」

・グループワーク
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１.開催日

令和６年２月２日（金） 13時30分～16時00分

２.内容



４-（４） チームオレンジコーディネーター研修会の開催

１.開催日

令和５年１０月１９日（木） 10時30分～15時30分

２.内容

３.出席者

・認知症サポーター活動促進とチームオレンジ

・チームオレンジ（仕組み）とコーディネーター

・チームオレンジの立ち上げと活用方法

・事例から考える

・チームオレンジの実践に向けて

参加者：46名（市町・委託包括・社協から参加）
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４-（４） チームオレンジコーディネーター研修会の開催

４.参加者からのアンケート結果

５.チームオレンジの設置状況

Ｒ５年３月末時点：５市町８チーム設置 Ｒ５年12月末時点：７市町22チーム設置

37%

63%

0% 0%

研修について

よく理解できた 概ね理解できた

あまり理解できなかった 理解できなかった

33%

65%

2%
0%

内容について（今後役立つか）

大いに役立つ 役立つ

あまり役立たない 役立たない
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４-（５） 認知症カフェの設置促進（交流研修会）

１.開催日

令和５年７月２５日（火） 13時30分～16時10分

２.内容

３.出席者

・講義「あらためて考える認知症カフェ～意義・役割・これから～

講師：高知県立大学社会福祉学部 准教授 矢吹 知之 氏

・取組報告「「東温交流カフェきらきら」での取組について」

・グループワーク

参加者：67名（市町・委託包括：49名、その他：18名）
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４-（５） 認知症カフェの設置促進（交流研修会）

４.参加者からのアンケート結果

５.認知症カフェの設置状況

Ｒ５年３月末時点：18市町65か所設置 Ｒ５年12月末時点：19市町75か所設置

58%

40%

2% 0%

研修について

よく理解できた

概ね理解できた

あまり理解でき

なかった

理解できなかっ

た

63%

37%

0% 0%

内容について（今後役立つか）

大いに役立つ

役立つ

あまり役立たな

い

役立たない
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５ 若年性認知症支援コーディネーターの活動実績
（委託先：社会福祉法人慈光会 令和５年12月末現在）

１.相談

・新規：21件
・内容：若年性の方を担当するので関わって欲しい（包括）、社会資源の照会（専門職）、

診断後支援の依頼、就労支援、ケア会議への出席依頼 など

２.セミナー

○Ｒ５.６.10 広見体育センター 参加者116名
・テーマ：みんな仲間！～豊かな理解と誰もが役割・生きがいを持って暮らせる地域を目指して～

○Ｒ５.８.19 松前総合文化センター 参加者55名
・テーマ：若年性認知症のご本人と家族を支えるライフプラン

○Ｒ６.３.24開催予定 愛媛大学城北キャンパス
・テーマ：認知症基本法について考えよう（案）
・一般社団法人「セカンド・ストーリー」代表
高知家希望大使の山中 しのぶさんをお招きする予定です
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３.事例検討会

・Zoomによる事例検討会を実施
・毎月1回開催、参加延べ人数は147名

４.若年性認知症交流会の開催（にじいろのかい）

・毎月１回集合方式による交流会を実施
・参加延べ人数232名（本人：76名、家族：94名、ボランティア：62名）
・Ｒ６.１～名称を「にじいろのかい」とした
・今年度は動物園に行ったり、道後散策等も行った

５.その他

・県内市町、地域包括支援センター主催の会議等に出席し、若年性認知症支援コーディネーター事
業の概要説明や周知啓発を実施
・他県で実施される研修会や担当者会議に参加し、全国のコーディネーターとの意見交換を行い、
他県の取組みなどの情報を収集
・えひめ認知症希望大使の講演に同行し、認知症に対する普及啓発を実施

５ 若年性認知症支援コーディネーターの活動実績
（委託先：社会福祉法人慈光会 令和５年12月末現在）
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６-（１） 認知症普及啓発フォーラムの開催
（委託先：公益社団法人認知症の人と家族の会愛媛県支部）

１.開催日

令和５年１０月１５日（日） 13時00分～

２.内容

３.出席者

・記念講演「認知症と生きる」

講師：砥部病院 認知症疾患医療センター長 中城 有喜 氏

・シンポジウム「認知症と生きる パートⅡ」

シンポジスト：砥部病院認知症疾患医療センター長 中城 有喜 氏

ご本人とご家族 坪北浩次氏・幸代氏

介護家族 久保 一栄 氏

介護家族 金森 一臣 氏

伊予市地域包括支援センター長 坂田 雅子 氏

座長 ：愛媛大学大学院医学系研究科 教授 谷向 知 氏

えひめ認知症希望大使 宮脇 勝 氏

153名

11



６-（１） 認知症普及啓発フォーラムの開催
（委託先：公益社団法人認知症の人と家族の会愛媛県支部）

４.参加者からのアンケート結果

・認知症は特別な病気ではなく誰もがなりうる身近なものということがわかった

・認知症がどの段階でも食事・運動・人との交流が大切だとわかった

・認知症になっても別人になったわけではないという言葉が印象に残った

・音楽療法は効果的と実感できた

・当事者の生の声が聞けたのがとてもよかった。

69%

30%

1%

講演会の全体的な印象について

とても良かった 良かった あまり良くなかった

58%

42%

内容の理解について

よく理解できた 理解できた
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